
第
九
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
岡
山
）
で
は
、
第
一
報
と
し
て
、

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
五
月
七
日
の
国
際
連
盟
保
健
委
員
会
に
お

い
て
の
漢
方
薬
研
究
の
討
議
と
、
五
月
二
○
日
の
国
際
連
盟
理
事
会

で
の
漢
方
薬
研
究
国
際
委
員
会
設
立
に
つ
い
て
の
決
議
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
討
議
と
決
議
が
日
本
で
引
き
起
こ
し
た
反

響
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

反
響
は
、
新
聞
・
業
界
紙
な
ど
を
通
し
た
ニ
ュ
ー
ス
と
、
国
際
連

盟
保
健
部
か
ら
の
公
文
に
も
と
づ
く
も
の
に
大
別
で
き
る
。

国
際
連
盟
決
議
の
一
一
ユ
ー
ス
は
、
早
速
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

当
時
日
本
に
と
っ
て
国
際
連
盟
の
動
向
は
、
日
中
紛
争
も
あ
り
高
い

5

幻
に
終
っ
た
国
際
連
盟
の
漢
方
薬
研
究

（
第
二
報
）

ｌ
漢
方
薬
研
究
の
決
議
が
日
本
で
引
き
起
こ
し
た

反
響
Ｉ

津
谷
喜
一
郎

関
心
を
よ
ん
で
い
た
。

ま
ず
、
同
年
六
月
三
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
、
「
漢
方
藥
の
研
究

に
聯
盟
が
乘
り
出
す
。
近
く
專
門
委
員
會
を
設
置
」
と
い
う
見
出
し

で
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
記
事
は
、
さ
ら
に
同
年
六
月
一
二
日
の
東
京

日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
当
時
ハ
デ
な
薬
の
広
告
で
有
名
で
あ
っ

た
有
田
ド
ラ
ッ
グ
と
い
う
製
薬
会
社
の
全
面
広
告
の
中
に
も
引
用
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
七
月
二
○
日
発
行
の
薬
業
界
紙
の
日
本
藥
報
に
も
、

「
漢
藥
調
査
委
員
會
を
設
立
、
聯
盟
理
事
會
で
決
定
」
の
記
事
が
出

た
。

さ
ら
に
、
同
年
八
月
一
日
の
國
民
新
聞
に
「
筈
學
界
の
行
詰
り
打

開
に
各
國
與
っ
て
漢
法
藥
研
究
、
国
際
聯
盟
が
主
唱
で
國
際
的
委
貝

會
設
置
、
日
支
印
欧
米
の
權
威
を
網
羅
」
と
い
う
見
出
し
で
報
じ
ら

れ
た
。日

本
の
医
学
界
で
は
、
漢
方
医
学
に
関
心
を
も
つ
若
手
の
西
洋
医

師
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
着
目
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
矢
数
道

明
で
あ
る
。
同
年
一
○
月
と
二
月
に
雑
誌
、
『
皇
漢
筈
學
』
に
二

回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
た
博
士
の
処
女
論
文
、
『
新
藥
の
正
鵠
吟
味
」

は
「
國
際
聯
盟
の
漢
方
藥
研
究
と
い
う
新
聞
記
事
…
」
と
い
う
文
で
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始
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
国
際
連
盟
保
健
部
よ
り
の
公
的
な
日
本
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
は
、
東
大
医
学
部
薬
学
科
生
薬
学
教
授
朝
比
奈
泰
彦
に
漢
方

薬
研
究
国
際
委
員
会
の
委
員
依
頼
の
手
紙
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

博
士
は
す
で
に
日
本
で
は
漢
方
薬
の
研
究
は
十
分
な
さ
れ
て
お
り
、

今
更
国
際
連
盟
に
お
い
て
新
た
に
研
究
調
査
を
始
め
る
こ
と
は
意
味

な
い
と
し
て
辞
退
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
五
月
二
○
日
の
国
際
連
盟
理
事
会
の
あ
と
、
五
月
二
八
日

付
で
、
保
健
部
部
長
ラ
イ
ヒ
マ
ン
博
士
か
ら
内
務
省
衛
生
局
長
赤
木

朝
治
に
委
員
任
命
の
件
が
依
頼
さ
れ
た
。
こ
の
依
頼
に
は
、
す
で
に

中
国
、
日
本
に
は
国
内
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
と
の
前
提
に
、

日
本
よ
り
臨
床
、
薬
理
、
可
能
な
ら
ば
さ
ら
に
、
化
学
、
植
物
学
の

各
一
名
の
専
門
家
を
選
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
要
請
で
あ
る
。
な
お

中
国
か
ら
も
同
様
の
四
名
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
か
ら
は
二
名
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
米
国
か
ら
に
四
な
い
し
五
名
を
選
ぶ
と
い
う
案
が
示
さ
れ
て

い
た
。こ
れ
に
対
し
、
内
務
省
衛
生
局
は
次
の
四
人
を
選
出
し
、
決
定
し

た
。
す
な
わ
ち
、
薬
学
は
刈
米
達
夫
、
薬
理
は
久
保
田
晴
光
、
治
療

は
板
倉
武
、
植
物
は
中
井
猛
之
進
で
あ
る
。

こ
の
正
式
の
委
員
任
命
の
際
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
ラ
イ
ヒ
マ

ン
博
士
か
ら
の
依
頼
状
に
言
か
れ
て
あ
る
「
国
内
委
員
会
」
な
る
も

の
が
当
時
日
本
に
実
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
日
本
政
府
が
こ
の
四
人
の
人
選
を
行
な
っ
た
の
は
、
当
時
の

業
界
紙
の
言
を
借
り
れ
ば
、
「
…
聯
盟
保
健
委
員
會
よ
り
の
依
頼
に

基
き
、
こ
れ
に
應
ぜ
ざ
る
も
如
何
か
と
云
ふ
考
え
か
ら
…
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
、
強
い
不
満
を
し
め
し
た
の
が
当
時
の

東
大
医
学
部
薬
学
科
薬
品
製
造
学
教
授
の
慶
松
勝
左
衛
門
で
あ
る
。

先
の
業
界
紙
に
松
陰
学
人
の
．
ヘ
ン
ネ
ー
ム
で
、
「
…
一
鵠
漢
藥
研
究

な
る
こ
と
を
如
何
な
る
理
由
と
根
檬
と
に
由
っ
て
國
際
聯
盟
が
処
理

せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
：
」
、
国
際
連
盟
保
健
部
の
仕
事
と
し
て

「
漢
藥
研
究
の
如
き
題
目
は
、
餘
に
も
立
ち
入
り
過
た
る
お
せ
っ
か

い
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
：
。
」
な
ど
ど
強
い
否
定
的
論
評
を
加
え
て
い

ヲ
（
》
○

本
報
告
で
は
、
こ
う
い
っ
た
様
々
な
反
応
と
、
関
係
者
の
と
っ
た

態
度
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
次
回
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起

こ
し
た
背
景
と
な
る
当
時
の
日
本
に
お
け
る
漢
方
医
学
、
漢
方
薬
研

究
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
難
治
疾
患
研
究
所
／
北
里
研
究
所

附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

医
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
歯
牙
保
存
療
法
も
発
達
し
、
以
前
で
は

抜
歯
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
症
例
に
お
い
て
も
保
存
可
能
な

症
例
が
増
加
し
て
き
た
。
し
か
し
、
歯
周
病
の
重
症
例
を
中
心
に
抜

歯
以
外
に
施
術
法
が
な
い
場
合
も
多
い
。
抜
歯
後
は
抗
生
物
質
、
消

炎
鎮
痛
剤
、
消
炎
酵
素
剤
の
投
与
な
ど
が
一
般
的
で
あ
る
。

抜
歯
後
に
応
用
さ
れ
る
漢
方
薬
と
し
て
は
立
効
散
が
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
、
有
効
性
の
報
告
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、
演
者
は
抜
歯

後
投
与
の
漢
方
薬
と
し
て
立
効
散
と
排
膿
散
及
湯
を
主
体
に
古
典
文

献
的
検
討
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

曲
直
瀬
道
三
著
『
衆
方
規
矩
』
の
牙
歯
門
に
、
加
味
情
胃
散
と
と

も
に
、
新
附
薬
方
と
し
て
立
効
散
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

牙
歯
痛
ん
で
忍
び
難
く
、
微
し
寒
飲
を
悪
象
大
い
に
熱
飲
を
悪

６
抜
歯
後
に
応
用
さ
れ
る
漢
方
薬
に
つ
い

一
く

藤
井
佳
朗
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